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■　はじめに

死に出会うということは，それを通していかに

生きるかを自覚することにつながる。しかし現代

社会におけるライフスタイルの変化に伴い，若年

者が厳粛な死の瞬間に直面する機会は少なくなっ

た。その反面，バーチャル・リアリティー・ゲー

ムなどにより，容易に間接的に死を体験できるよ

うになり，若年者の死に対する考え方も変化して

きている。そこで今回，看護学生と他分野学生を

対象に，死に関するイメージについてアンケート

調査を行うことにより，1）現代若年者の死に対

する考え方の特徴を知る，2）両者を比較するこ

とにより，看護教育に求められる物は何かについ

て考える資料とするため，その結果を検討した。

98％，無記名回答）。分析には他分野学生のうち，

所属を大学院と記入した10名を除く1，831名を対

象とした。

　調査内容は1）基本属性（性別，生年月日，所

属），2）死に関わった経験，3）死に対する恐

怖感，4）死への関心，5）病名告知への希望，

6）死に場所の選択，7）宗教への関心，8）死

をイメージする病名とその理由についての項目を

盛り込んだ。この他，看護学生に対しては急性期，

終末期・予後不良患者の看護の講義と実習の履修

状況を設問として加えた。分析方法として，統計

プログラムSPSS9．OJ　for　Windowsを使用し，有

意差検定にはMam－Whitney　U検定，κ2検定を

実施した。質問項目の完全回答がなされていない

サンプルがあるため，分析により，データ数が異

なる場合がある。

■研究方法

■結果
　1998年9月から12月にかけて，大阪府下の看護

婦養成所4校，看護短期大学1校の学生（看護学

生と称する）と一般大学6校，短期大学2校の文

科系学部，学科に所属する学生（他分野学生と称

する。内訳は大学は文学部，教育学部，経済学部，

社会学部，生活科学部，短期大学は幼児教育学科，

家政国際教養学科の5学部2学科である）を対象

に集合調査を実施した。調査方法は，研究協力者

の講義に出席した学生に，講義開始前あるいは終

了後，研究の趣旨を説明し協力を得られた者に質

問紙を配布し，その場で回収（一部留め置き）す

る方法をとった。その結果，看護学生830名，他

分野学生1，011名から質問紙を回収した（回収率

　本調査は大阪府下の看護学生と他分野学生に実

施したものである。対象者の平均年齢は21歳，性

別内訳は，看護学生は男1．5％，女98．5％，他分

野学生は男22．3％，女77．7％であった。また対象

者の所属は看護系専門学校45．9％，看護系短期大

学1．1％，一般大学28．8％，一般短期大学24．2％

であった。

　本調査結果の特徴は，最近頻繁に言われている

若年者の死に出会う機会の少なさを反映したもの

であると言えよう。父母の死を体験している者は

看護学生4．0％，他分野学生3．2％，おじおばの死

を体験している者は看護学生6．9％，他分野学生
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16．1％，いとこの死を体験している者は看護学生

1．9％，他分野学生3．1％と少なく，血縁者の中で

も祖父母の死を体験している者が看護学生41．8％，

他分野学生57．0％と最も多かった（表1）。各設

表2　アンケート項目の所属間の比較

所　属　　　　｝ann－Wh血oy　U検定

質　　項

看護学生他分野学生　　：値　　　p値

（n＝828）（n犀929）

表1　看護学生・他分野学生間の死に関わった経験

く死に対する恐怖感〉

自分の死に対する恐怖感　で全然怖くない

　　　　　　2怖くない
　　　　　　3　どちらともいえ参い
　　　　　　4少し怖い
　　　　　　5とても　い

37、　　　　47、

109瓢　　　　73鮎

249曳　　　　　195％　　　　一435　　　　0001

366覧　　　　　349、

239、　　　　　336艶

質悶項目 看護学生（n＝825 他分野　生（n＝929 謬検定

あり なし あり なし

ペットの死を体験 607 39．3 44．9 55．1 ＊＊

祖父母の死を体験 418 58．2 57．0 43．0 ＊

おじ・お1の死を　験 6．9 93．1 正6．1 83．9 ＊

親しい友人の死を体験 6．5 935 114 88．6 ＊

者の死を　験 5．5 94．5 09 99．1 ＊

父母の死を体験 4．0 96．0 3．2 96．8 n，S

いとこの死を　験 1．9 98．1 3．1 96．9 n，S

他人の死を看取る懇怖感　1全然怖くない

　　　　　　2怖くない
　　　　　　3　どちらともいえない
　　　　　　4少し怖い
　　　　　　5とて　　い

15瓢　　　　23、

58覧　　　　46、

159％　　　　　　112瓢　　　　　一492　　　　0001

379鷲　　　　　301監

389、　　　　　518垢

く死への関心〉

死に関する本を跣むか 1険んだことがない
2　あまり読まなし、

3どちらともいえない

4時々読む
5よく　む

奪81、　　　520晃
348、　　　　　271、

9996　　　　869ら　　一1562　　　0001

351、　　　110瓢

21瓢　　　　13、

表中数値は％を示す（複数回答を含む）　　＊＝pく0．05

　　　　　　　　　　　　＊＊＝p＜0，01

自分の死について
考えるか

1　考えたことがない

2　あまり考えなし、

3どちらともいえない

4時々考える

5よく　え

35覧　　　　52曳

236、　　　　　237、

105～　　　　　　139、　　　　　一125　　　　　021

53696　　　　4689』

87、　　　104覧

問に対して，〈自分の死に対する恐怖感＞について

は，看護学生60．5％が少し怖い，とても怖いと答

え，他分野学生は68．5％が同様に答えた（表2）。

また〈他人の死を看取る恐怖感〉については，看

護学生76．8％が少し怖い，とても怖いと答え，他

分野学生は81．9％が同様に答えた（表2）。さら

にく死に関する本（専門書・宗教・哲学書も含め

て）を読むか＞の設問については，看護学生37．2

％，他分野学生12．3％が時々読む，よく読むと答

え，〈身近な人の死について考えるか＞の設問に

ついては，看護学生18．0％，他分野学生62．1％が

時々考える，よく考えると答えた（表2）。＜死に

ついて語り合うか＞については，看護学生40．8％

が時々語り合う，よく語り合うと答え，他分野学

生は27．0％が同様に答え，看護学生の方が高率で

あった。これらアンケート項目の所属間の比較を

すると，＜自分の死に対する恐怖感＞＜他人の死を

看取る恐怖感＞〈身近な人の死について考えるか＞

の三項目において，他分野学生の方が看護学生よ

り強く（または頻度が高く）そうであことを示し

た（表2）。

　次に看護学生について，カリキュラム履修状況

別にく肉親の死を看取る恐怖感＞およびく他人の

死を看取る恐怖感〉について比較してみた。急性

期患者看護の講義を未履修の者は26．5％，履修中・

履修済の者は73．5％，終末期・予後不良患者の講

義を未履修の者は36．5％，履修中・履修済の者は

63．5％，急性期患者看護の実習を未履修の者は

67．0％，履修中・履修済の者は33．0％，終末期・

予後不良患者の実習を未履修の者は72．8％，履修

中・履修済の者は27．2％であった。

　〈カリキュラム履修状況別に見た看護学生の肉

親の死を看取る恐怖感＞を比較すると，終末期・

身近な人の死について

考えるか

1　考えたことがない

2あまり考えない

3どちらともいえない

4時々考える

5よく　える

120腸　　　　54鷲

626、　　　　181曳

74、　　　　　144瓢　　　　一517　　　　000薯

等6396　　　　529鷲

17、　　　　92覧

死について蹟り合うか 1　語り合ったことカ《なし、

2あまり樋り合わない

3　どちらともいえない

4時々語り含う
5よく　り合う

39垢　　　134鷲

420覧　　　438髭

133％　　　　15㎝　　　 一702　　　0001

34996　　　　　244瓢

59％　　　　26、

予後不良患者看護の講義を未履修の者が，履修中・

履修済の者に比して恐怖感が強く（p二〇．003）

（表3），さらに〈カリキュラム履修状況別に見た

看護学生の他人の死を看取る恐怖感＞を比較する

と，終末期・予後不良患者看護の講義を未履修の

者が，履修中・履修済の者に比して恐怖感が強かっ

た（p二〇．002）（表4）。

　＜病名告知への希望＞については看護学生・他

分野学生とも，大半以上が隠すところ無く全てを

知りたい，＜死に場所の選択＞については自宅で

と答えており，〈宗教への関心＞については看護

学生79．4％，他分野学生は79．7％が関心はないと

答えた（表5）。

表3 カリキュラム履修状況別に見た看護学生の

肉親の死を看取る恐怖感の比較

嚢・実　内 未　修　　修　　修済　　z値

急性期講義　　1全然怖くない

　　　2怖くない
　　　3どちらとも言えない
　　　4少し怖い
　　　5とても　い

（n＝219〉　　　　（n＝603）

　18、　　　　　　27％

　69％　　　　　　86覧
　1289ら　　　　　　　　136、　　　一1503　　　　　0133

230幅　　　　　25幌

555、　　　　　50（胱

終末期　　　　1全然怖くない

予後不艮講義2怖くない
　　　3　どちらとも言えない

　　　4少し怖い
　　　5とても怖い

（n＝300〉

　”、
　63、
　11（隅

233、
577覧

（n；521）

　29曳
　92％
　148瓢　　　　一2948　　　　　0003

　25偶
　480覧

急性期実習　　1全然怖くない

　　　2怖くない
　　　3　どちらとも言えない

　　　4少し怖い
　　　5とても　い

（n＝546）

　3偶
　75、
　106瓢

240％
548覧

（吊269）

　”覧
　B9％
　19096　　　－2399　　　　0016

　25鵠
　457覧

終末期　　　　1全然怖くない

予後不良実習2怖くない

　　　3どちらとも言えない
　　　4少し怖い
　　　5とても　い

（n‘595）

　29噺
　76鴨
　123瓢

249楯
523％

（n＝223）

　13～
　94覧
　161鷺　　　一〇931　　　　　0352

　238覧
　494瓢
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表4　カリキュラム履修状況別に見た看護学生の

　　他人の死を看取る恐怖感の比較

習内容
生　　　Mann－Whltn●　U　定

未　修　履修　　修済

　　　　　　　　（n＝218）　（n＝603）
急性期講義　　1全然怖くない　　　　　　18～　　　　1“

　　　2怖くない　　　　　　　　4幌　　　　　66、
　　　3どちらとも言えない　　　隅7、　　　　166、　一1852　　0064
　　　4少し怖い　　　　　　358、　　　3B6、
　　　5とて　　い　　　　　　　436鴨　　　　368、

縫末期　　　　1全然怖くない

予後不良講義2怖くない
　　　3　どちらとも言えない

　　　4少し怖い
　　　5とても　い

（n＝300）　（n＝522）

暫3％　　　　　　14、

37曳　　　　　　73弘

14796　　　　　　　169、　　　一3075　　　　　0002

350覧　　　　　395、

453馬　　　　　349、

　　　　　　　　（n＝547）
急性期実習　　1全然怖くない　　　　　　1鴎

　　　2怖くない　　　　　　　　60腸
　　　3　どちらとも言えない　　　143～

　　　4少し怖い　　　　　　362、
　　　5とても　い　　　　　　41隅

（n＝269）

　07、
　56、
　197飴　　一1973　　　 0049

　405、
　335弘

　　　　　　　　（nニ596）
襲末期　　　　1全然怖くない　　　　　　1跳

予俵不良実習2怖くない　　　　　　　　55覧

　　　3　どちらとも言えない　　　148％

　　　4少し怖い　　　　　　　37脳
　　　5とても　い　　　　　　40縦

（n＝223）

　09曳
　6ア覧
　193、　　　一1471　　　　　0141

　37フ覧
　354、

　最後に〈死をイメージする病名＞については，

大半以上が悪性新生物と答えている中で上位にエ

イズが位置していることも見逃せない結果である。

またく死をイメージする理由＞については，自ら

の体験を通じてよりもマス・メディアを通じてと

いう回答が多かった（表5）。

表5　アンケート項目集計結果

賃問項目 看護学生　他分野学生
（n＝825）　（n＝929〉

病名告知希望　　　　1隠すところなく全てを　　　　794～　　　697％

　　　　　　知りたい
　　　　　2　状態力｛良いなら知】り　　　　　　91、　　　　159腸

　　　　　　たい
　　　　　3知りたくない　　　　　　　　12％　　　16％
　　　　　4分からない　　　　　　　　9隅　　　120覧

死に墳所の選択　　　1絶対病院で　　　　　　　　3脳　　　　4器

　　　　　2仕方なく病院で　　　　　　　6偽　　　　6雛
　　　　　3自宅で　　　　　　　　　 59〔跳　　　633鷲
　　　　　4ホスビスで　　　　　　　　11鴎　　　　29瓢
　　　　　5誰も知らないところで　　　　　61、　　　　84、

　　　　　6の　　　　136、　144、宗教への関心　　　　1宗教に入償している　　　　7偶

　　　　　2入信していないが　　　　　12隅
　　　　　関心はある
　　　　　3関心はない　　　　　　794％
　　　　　4　N　A　　　　　　　　　　　　　　O8鷲

1驚

7購

死をイメージする病名　1悪性新生物

　　　　　2　AIDS
　　　　　3心疾息
　　　　　4脳面管障害
　　　　　5　　の

848男
87瓢

16、

09、

40％

768鷲
156、
09脂

13、

54、

死をイメージする理由　1マスメディアを通して　　　　50“

　　　　　2身近な人の死亡・闘　　　　266瓢
　　　　　病生活を通して
　　　　　3受け持ち患者が同じ　　　　旬弗
　　　　　病気だから
　　　　　4地域の特轍　　　　　　　　39、
　　　　　5　自分が権患している　　　　　0携

　　　　　から
　　　　　6　　の　　　　　　　　　　　　　83％

629覧
288～

01～

09光

02、

71覧

■　考察

　柏木1）はその著書の中で『私たちは日ごろ自分

の死にっいてあまり考えようとしない。死や死後

の世界について考えることは，私たちに不安や恐

れを生み出す。それに死ぬということはどういう

ことなのか，死んだ後はどうなるのか，などの問

題はあまりにも大きすぎて，とても太刀打ちでき

ないように思える。そこで私たちは忙しい毎日の

生活のなかに埋没して，死を考えないようになる』

と述べている。ライフサイクルにおける死は人生

の終焉の時期であり，死はどんな人にも同等に訪

れるものである。また死について考える時には，

その人自身の過去の死に遭遇した体験によって大

きく左右される。その上，自分の死について考え

る時には，その人自身の『人生をどう生きていく

のか』という信念または価値観が深く関わり，過

去の体験を通して形成されてきた生命観・人間観・

人生観・健康観・宗教観などにより大きく左右さ

れる。そのため日常生活の中での思考・体験が，

物の見方・考え方の幅を広げ，死生観を育てるこ

とにもつなカ§る。

　關戸2）らは大学生の死に対するイメージについ

て因子分析を行った結果，『死に対する何らかの

関わりや体験は，死を肯定的イメージで捉える要

因となっていることが見いだされた』と述べてい

る。最近は核家族化が進み，本調査結果の〈看護

学生・他分野学生の死に関わった経験＞からもう

かがえるように，身内または身近にいる親しい人

の死に出会う機会が減少していることが，死とい

う未知の物に対する恐怖感を増強させる一因子に

っながるものとも考えられる。これによって，大

半以上の学生が自分の死に対する恐怖感および他

人の死を看取る恐怖感が強いと回答したと推察で

きる。また〈死をイメージする病名＞の第二位に

エイズが位置していること，および〈死をイメー

ジする理由＞の第一位がマス・メディアを通じて

などにより，1）マス・メディアを通じて医療に

関するトピックスが数多く報道される現代の情報

化社会を反映している，2）人間の日常的な自然

の死を，アニメやドラマに現れる『劇化された造

られた死の場面』と同一視する傾向などにより，

死に対する恐怖感が増幅しているものとも考えら

れる。さらに新聞・ラジオ・テレビ等のマス・メ

ディアを通じて報道されている医療技術の進歩に

よる延命，それに伴う死亡判定の困難さなどは，

人の死を静かに看取り，その死を悼み，悲しみ，

人を失うことを淋しいと実感する人間の自然な感

情を阻害する因子になるとも言える。その上，テ

レビ放送のインパクトは強く影響力も大きい。特

に死に関わった経験が乏しい若年者にとっては，

マス・メディアからの一方的な情報流入により，

情報を選択・確認する間もなく圧倒されるという
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現象に陥りやすい。さらにマス・メディアの普及

に伴い，これらの報道に対する依存が増大するた

め，今回のような調査結果が得られたと考えるこ

ともできる。そのため看護教育の中でマス・メディ

アを導入して学習内容を構築する際には，学生が

学内演習，臨地実習を通してできるだけ同じ内容

を体験することができるように，意図的に内容の

精選を行う必要があるのではないかと考える。

　通常，死に関する本を読み，語り合うことによ

り，生死についての知識を獲得し，考えを深め，

人それぞれの独自性を知る手がかりとすることが

できる。今回の調査結果からは，大半以上の学生

が死に関する本（専門書・宗教・哲学書なども含

めて）を読んだことがない，あまり読まないと答

えており，これも死に対するイメージを形成する

上で，未知の物に対する恐怖感を増強させる大き

な要因になったであろう。これに反して，死に関

する本を時々読む，よく読むと答えた者は看護学

生37。2％，他分野学生12．3％であり，看護学生が

他分野学生に比して高率であった。さらにく死に

ついて語り合うか＞の項目についても，看護学生

の方が時々語り合う，よく語り合うと答えた比率

が高く，これらは看護学生が講義・実習を通して，

より教科書・専門書・参考図書に触れる機会が多

く，グループ・ワーク，カンファレンスなどによ

り，様々な死生観，多様なターミナル・ケアのあ

り方を知る機会に恵まれることに起因するものと

も言える。

　看護学生は終末期・予後不良患者の看護の講義

を通してターミナル・ケアとはどうあるべきか，

そして人間の死をどうとらえ，具体的にどう援助

していくのかという援助方法を学ぶ。知識・技術

の獲得により，不安・恐怖感は軽減するものと思

われるが，これに関しては本調査においても同様

の結果が得られた。これに反して，ターミナル・

ケアに対する知識・技術の不足，患者の死が自分

の手に負えるものかどうか，また実際にその様な

患者の本心に向かい合い，ともに死を見つめ合い，

ケアしていくことができるかなどという不安を持っ

て実習に臨む看護学生も多く，これが講義・実習

を履修中・履修済の者であっても他人の死を看取

る恐怖感が強いと答えた者が高率である大きな要

因ではないかと考える。さらに以上のことは表3，

表4の検定結果と整合性のあるものとも言える。

　く病名告知＞＜死に場所の選択＞については，

個人の選択権・自己決定権を尊重する現代社会，

QOLを追求する時代の流れに即した考えの現れ

であると思われる。

　以上より，死を迎えた患者のベットサイドでは，

患者個々の独自性を尊重し，その人の人生最期の

時まで患者を一人の人間として理解し続けていく

ことのできる看護者になれるよう，学生の死生観

を育てていけるような関わり，意図的な指導が必

要とされる。

■　まとめ

　大阪府下の看護学生，他分野学生1，831人を対

象とし，集合調査（一部留め置き調査）を実施し

た。本調査の結果より，1）最近の若年者が死に

出会う機会の少ないこと，2）マス・メディアを

通じて造られた死，ドラマ化された死を体験して

おり，これが自然の死と同一視されている傾向が

強いことなどの特徴を得ることができた。また看

護学生は，講義の中で生死について考え，実習を

通して人の生死に触れる場面に遭遇するため，他

分野学生に比して死に対する恐怖感は弱いという

結果を得た。

　看護の基本は対人関係にある。豊かな感性で育

まれた死生観は，豊かな看護を創造する。そのた

め，学生の死生観を育てるような関わり，意図的

な指導等が必要とされる。
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